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化が︑相当な範囲に相当な勢いで広まり︑ある種の文化公共圏を築いていたことを論証する︒幕府の道徳規範 嘲笑 ︑批判するといった行為が読者・観客 共有されることにより︑批判する者たちによる一種の社会形成の契機が生まれたと見るのだ︒特に︑主要都市 現れ 貸し本屋が伝達力となり すで 都市化し出版文化の発達した城下町では 庶民は物語を読む娯楽としてだけでなく︑物語の内容を自分の生活経験 見比べ︑取 入 機会もあったと分析するのである︒幕府 浪費的で不経済なものて節制しようとしながらも︑制限しきれなくなった庶民文化のエ
ネルギーは︑このようにして政治と複雑に絡み合い︑甚大な影響力をもって庶民の日常生活を形作っていたと見なされるのである︒　
本書は五章からなり︑徳川幕府発足以来明治初期までという時





















して託されたとする︒また︑侍の高潔な倫理の後退︑取り憑かれ情欲に動か 行動 二重性の登場 物 ど︑規範外れの行動が氾濫し︑政治・社会思想の矛盾が文学に反映されていた状況を描き出す︒ 望が庶民文化 虚構の世界に現れ︑町人たちが住む江戸をはじめ︑エネルギー溢れる城下町で経験さ 生き続けく様子は︑幕府の倫理的政治的権威が転倒され︑幕府イデオロギーや社会矛盾に対 る批判 ︑肉体表象を通して行われていた状態を物語っている︒　
最終章は︑徳川幕府が信頼しなかった︑浪費的で非経済的な庶
民の肉体から転じて︑日本帝国を形成する国民の肉体へと焦点を移す︒個人の成功のために︑そして︑文明国の表象として進歩に向かう日本国民を作り出すために︑明治政府は大々的な改革を企てた︒ここでは例えば︑風俗改良政策を採用し︑資本主義的近代化を担う生産的主体の形成を図った過程が検討される︒幕府が人々の肉体を信用しなかった に対し︑明治政府は︑肉体から精神に対象を移し︑教育令を軸に肉体と精神 関係を再改造していった︒こういった政策は︑演劇改良運動を助長し 美術の一環
として「小説」を創り出すなど︑肉体が自己の内面を反映する中身のない殻として現れてくる過程を導き出したとする︒　
このように︑肉体を現存権力への政治的論争の現場と見ること
により︑政治的圧力 庶民文化の絡み合いが肉体を媒体に浮き彫りになる︒幕府政権の正統性を守るために︑ かに庶民の欲望が抑圧されたかを掘り起こすと もに︑庶民自身が眼と心で生活の不安や矛盾を感じ取り︑想像力を駆使して創り出して く都市文化の成熟過程には︑平野氏が論じるように幕府政権の行き詰まりが反映され︑つい 急進的な社会転換の幕開けが訪れる︒故多くの異質成分が交錯する江戸空間の産物である は︑権力への抵抗といった枠組みで 説明しきれない︑もっと政治の中心に深く絡みついた政治勢力を構成していたと見なされ わけである︒　
ただ︑本書は︑庶民文化が批判の対象とした幕府権力や幕府の





明治憲法が国民を臣民と定義した事実や︑教育勅語に内在する徳川時代からの伝統的な価値観の連続性を考慮すると︑近世的なものが近代の余白にどのように入り込み︑どのように機能していったかを検討することも必要ではないだろうか︒確かに 明治新政府は︑資本主義の近代を勝ちぬくために︑人民の肉体も含めて日本を文明開化政策で鍛え上げようとし ︒た ︑そこにつ われた方法は︑必ずしも近代 自我の発見だけではなく 精神訓練に関しては︑特に︑伝統的価値観の再生産から出た倫理観が多くあったこと 明らかである︒複雑な声々が混ざり合った複数性を体現した庶民文化を担った主体たちが︑明治新政権 もとで均質的な国民 るいは臣民に強制的に創造されていった過程は︑平野氏が描くよりも と複雑な国民 新国民編成の肉体分析があろう︒　
とはいえ本書は︑常に連続性と非連続性を内包し︑複数性が交
錯する社会関係の構造が︑どのように庶民文化に顕在化するかを理論的に叙述し︑歴史研究におけ の重要性を再確認する機会を与えてくれる︒庶民文化と中央政権の結びつきを真剣に考え ことで︑中央が何に依存し ら︑どのように構成され機能していたか︑牽制されていたか 見えてくる︒平野氏の著書は
十八世紀後半から発達した近世日本独特の政治や思想を生き生きと映し出し︑この時代を動かしたエネルギーに満ち溢れる庶民の文化 その文化圏が︑幕末政治の転換に大きく影響していたことを証言している︒
